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吉田工業㈱は、吉田正壽氏が2003年11月に
設立以来、10期連続して増収を果たしている。
吉田社長は、売上規模が拡大し多忙な中に

あっても、週に1～2回は自ら現場で作業を
行っている。社長自らが現場に赴くことで、現
場感覚を忘れずに、職人に対する施工技術の向
上が図れると言う。
10期連続して増収を果たしている当社の取

り組みや今後の展開についてインタビューした。

―御社の事業内容について教えて下さい
「弊社は、木造住宅を専門とした基礎工事を
行っています。基礎工事とは、住宅の土台とな
る部分の工事であり、家が建った後は目に付か
ない部分になりますが、安心して住宅に住み続
けるためには最も重要な部分となります。
住宅を建てる際、最初に工事することになり

ますが、コンクリートによって土台を造ること
から、後から修正することはできません。また、

私たちが行った基礎工事の後に、大工さんが家
を造っていく訳ですが、基礎工事がしっかりと
していないと、将来的に住宅の床が傾くなどの
不具合が生じることもあります。このため、私
たちは、基礎天端という大工さんが家を造る際
に直接接する部分の上下誤差を全て３mm以内
に抑えています。
家を建てる際には、基礎工事のほか、大工工

事や電気工事、水道工事など様々な工事が必要
ですが、私たちの後に控える工事がスムーズに
行えるよう、基礎天端が３mm以内に収まって
いるかどうか、配置に問題がないかなど、自社
の現場監督が全て確認してから、基礎工事を終
了しています」

―御社の特徴を教えて下さい
「弊社の特徴としては、単に職人集団というこ
とではなく、企業としての体制を整えているこ
とです。弊社では内勤部門のほか、工事部と管
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理部を設置していますが、工事部の職人と管理
部の現場監督が安全施工や工期について話し合
う基礎施工会議や、内勤部門も含めたリーダー
会議などを開催しています。
基礎施工会議では、全員がそれぞれ現場で気

づいたことを発表しています。些細なことも多
く含まれますが、改善すべきことが把握できる
というメリットがあります。また、それぞれの
気づきを聞くことで、従業員の意識が改善され
ています。
リーダー会議は、工事部、管理部のほか、内

勤部門やグループ会社の㈱明正も含めた各部門
のリーダーによって開催しています。この会議
では、年度目標達成に向けた進捗や今後の施策
などを話し合っています。この２月には大雪と
なり、工事ができない日もありました。この中
で、目標達成に向けてどのような営業施策が必
要であるかなどを考えています」

―グループ会社の㈱明正とはどのような会社
ですか？

「基礎工事を行うには、コンクリートを流し込
む必要がありますが、この部分は外注業者に依
存していました。グループ企業としてコンク
リートポンプ圧送を手掛ける会社を有すること
で、ローコスト住宅にも対応できる体制を整え
られると判断し、2011年４月に㈱明正を設立し
ました。お陰様で現在では、弊社以外からのご
依頼も頂けるまでに成長しています」

―今後の展開について教えて下さい
「弊社では、平成25年10月期に547棟を完工し
ましたが、平成26年10月期では600棟を目標に
設定しています。目標達成に向けて、現在設置
している松戸営業所を松戸支店に昇格させ、東

葛エリアの受注拡大に注力していく方針にあり
ます。
職人不足が叫ばれる中で受注を拡大させるた

めには、如何に職人を確保するかが重要となり
ます。このため、弊社では日本人と同一給与に
てフィリピン人の採用を進めています。私が直
接面接し採用決定をしていますが、全員が大卒
者ということもあり、優秀な人材が確保できて
います。また、現場教育には私のほか、各部門
のリーダーも当たらせており、施工技術の向上
も目覚ましいものがあります。2011年11月から
フィリピン人の採用を続けていますが、大変満
足のいく職人を確保できています。
松戸支店を軌道に乗せた後は、順次営業エリ

アを拡大させ、将来的には関東一円を対象とで
きる企業へと成長させていく計画です。
今後も、安心・安全な基礎工事を迅速に行え

るよう、日々邁進して参りますので、引き続き
変わらぬご支援を賜りますよう、よろしくお願
いいたします」
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